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残り１か月 

３学期も残り１か月となりました。２月

上旬の降雪により、校庭にもたくさんの雪

が積もりましたが、こどもたちは、寒さや

冷たさを苦にすることもなく、雪合戦など

を元気いっぱいに楽しむ姿をたくさん見せ

てくれました。また、３学期はまとめの学

期ですので、各学年、学習にも意欲的に取

り組んでいる様子が見られます。さらに、

１月２９日（水）には、２月２８日（金） 

に予定されている６年生を送る会に向けた代表委員会が行われました。「大好きな６年生に 

ありがとうの気持ちが伝わるような 最高の会にしよう」をテーマに、５年生を中心に全校

で会の準備を進めているところです。６年生にとっても、３月１８日（火）の卒業式まで、

残り１か月を切っています。在校生も卒業生も１日１日をより「笑顔」で大切に過ごして

ほしいと願い、２月１８日（火）の全校朝礼では、次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本パズル 

今日は、「あいさつ」と「委員会活動」の２つのことについてお話します。 

はじめは、「あいさつ」についてです。４月から、環境委員会の人たちが昇降口であいさつ運動に取

り組んでいますが、あいさつは何のためにするのでしょうか。あいさつは人と人がつながってよりよい

生活を送るためにとても大切なものだと思います。そして、人と人がつながって生活する中で、思いや

りや協力、感謝など、相手を大切にする気持ちも芽生えてくると思います。これは、学校目標のキャッ

チフレーズ「ワクワク・笑顔・自信」の「笑顔」につながっています。これからも、友だちや先生、いろん

な人とつながり、みんなが「笑顔」になれるように自分からあいさつができるといいと思います。 

 次は、「委員会活動」についてです。環境委員会の人たちが、みなさんがよりよい学校生活を送れる

よう、あいさつ運動に取り組んでいるように、この１年、様々な委員会が、みなさんがよりよい学校生

活を送れるように、たくさんの活動をしてくれました。 

 例えば、２学期には、健康委員会が「スポーツ大会」を、環境委員会が「花に関するスタンプラリー」

を、放送委員会が「早口言葉スタンプラリー」を、３学期になって、図書委員会が「本パズル」を、環境

委員会が「ありがとうの木」を、健康委員会が「長縄大会」を、他にもたくさん活動を行っていると思い

ますが、これらの活動の全てが、忌部小学校のみなさんが、学校生活を「楽しく」「明るく」「元気に」

「気持ちよく」「笑顔で」送れるように、みんながよりよい学校生活を送れるように願って活動してくれた

ものです。これも、学校目標のキャッチフレーズの「笑顔」につながっています。これからも、４・５・６年

生には、委員会活動をがんばってほしいと思って 

いますが、残念ながら、この１年、委員会活動をリ 

ーダーとして引っ張ってくれた６年生は、あと 1か 

月で卒業です。「忌部小学校の学校生活をよりよく 

したい」という６年生の強い思いを５年生はもちろ 

んですが、４年生、３年生、２年生、１年生もしっか 

りと引き継いでいってほしいと思っています。 

 ３学期も残りあと１か月です。１日１日を大切に、 

「笑顔」で学校生活を送りましょう。 ありがとうの木 



新しい１年生と交流しよう 
２月６日（木）には、来年度新入生の保護者 

説明会を行い、それに併せて、３年生が、来年 

度新入生との交流会を行いました。「新しい 1 

年生が入学を楽しみにできるように楽しく交流 

しよう」というめあてをもって、計画や準備を 

進めてきました。当日も、受付からの教室まで 

の案内やゲームや遊びの説明など、新しい１年 

生の立場にたって、やさしくお世話をしながら 

会を運営することができました。3年生の新し 

い１年生への優しい思いがあふれる時間となり 

ました。 
 

忌部のこどもを育てる会 

２月１４日（金）には、今年度最後の授

業公開日を行い、併せて、忌部のこども

を育てる会も開催しました。１１名の地

域や保護者の代表の方にお集まりいただ

き、各学年の授業の様子を観ていただい

た後、意見交換を行いました。意見交換

では、今年度の学校評価をもとに活動や

課題を振り返ったり、次年度に向けての

貴重な意見をいただいたりすることがで 

きました。忌部のこどもたちのよりよい育ちのために、学校と家庭と地域がそれぞれの役

割を果たしながら連携していくことは不可欠なことです。その連携を深める大変良い機会

となりました。今後ともよろしくお願いします 
 

ふるさと忌部の「ひと・もの・こと」から学ぶ 
 この１か月の間も多くの家庭や地域の皆様のご支援を受けながら、ふるさと忌部の「ひ

と・もの・こと」から学ぶ機会がたくさんありました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登下校支援 

２月上旬には、１０年に１度という強烈な寒 

波が日本列島に南下し、降雪の日が続きまし 

た。この雪で２月９日（日）には、校舎回りにも 

４０センチ程度の積雪がありましたが、多くの 

家庭や地域の方がこどもたちの登校路確保 

のために除雪してくださいました。また、登校 

時にも、こどもたちの安全に配慮した支援をし 

ていただきました。日頃から家庭及び地域の 

皆様のご支援あっての忌部小学校と思ってお 

りますが、改めて強く感じることができ、教職 

員やこどもたちとも共有することができました。 

案内の様子 

除雪された道を登校するこどもたち 

意見交換の様子 


